
【事業の概要】

【事業費】

【事業実績・成果】

【事業の見直し】

【事業の課題】

【事業の評価・方向性】

914

R05年度
実績値

-

R03年度
実績値

　（事業の目的・趣旨）

病後児・体調不良児保育事業 こども育成課担当課名事業名

項目／年度

教育・保育サービスの充実を図るため、病後児・体調不良児保育を実施することにより、保護者の子育てと就労
の両立を支援するとともに、児童の健全な育成及び資質の向上を図り、もって児童福祉の充実に資する。

教育・保育の実施を受けている児童が病気又はけがの回復期にあり、集団保育の困難な期間、一時的にその
児童を預かり、保育を行う。また、保育中に体調不良となった場合、保育所における緊急的・保健的な対応を図
る。

　（事業概要等）

備考
R05

(決算見込額）

10,406

3,4743,4703,470うち市負担分（千円）

R03
(決算額）

1 子どもを安心して産み育てられる環境づくり
③誰もがすこやかにいきいき
と暮らせるまちづくり

①子ども・子育て支援

NO

　　　事業費総額（千円）　 7,436 10,406

R06
(予算額）

10,420

人

-

1

体調不良児保育延べ人数

R4年度からの
変更点・改善点

(指標を設定できない理由）

1,076

（成果の概要）

R04
（決算額）

利用促進のため啓発を行い、制度について理解を得ることが出来た。

教育・保育の実施を受けている児童が病気又はけがの回復期にあり、集団保育の困難な期間において一時的
にその児童を預かり、保育を行った。また、保育中に体調不良となった場合、認定こども園等における緊急的・
保健的な対応を行った。

第4次総合計画
の位置づけ

人

2,479

施策の展開方向

単位

政策名 基本施策名

上記評価理
由および今
後の方向性

課題・問題点

事業効果（成果）の判断を踏まえ、現状を維持することが適切と評価されるため。
引き続き制度の有用性について啓発し、利用の促進を図る。
また、今後整備される施設について、病後児・体調不良児に対応できるものとし事業の拡充を
図る。

921

担当課の評価

同事業に対応している園が少数のため、利用希望者全員が利用できない状況が発生すること
がある。

事務事業評価シート（概要説明書）

A　現行どおり

病後児保育延べ人数

R06年度
目標値

R04年度
実績値

事業実績(活動指標）・成果（成果指標）

9 36



【事業の概要】

【事業費】

【事業実績・成果】

【事業の見直し】

【事業の課題】

【事業の評価・方向性】

16

R05年度
実績値

100

R03年度
実績値

　（事業の目的・趣旨）

認可外保育施設健康診断助成事業 こども育成課担当課名事業名

項目／年度

認可外保育施設の保育の充実を図る為、認可外保育施設に従事する職員に対し、健康診断を実施することに
より、利用する児童の衛生・安全を確保し、児童の健全育成に資することを目的とする。

認可外保育施設を利用する児童の衛生・安全対策事業として、認可外保育施設の保育従事者及び調理担当職
員の健康診断に要する経費の一部を補助金として交付する。

　（事業概要等）

備考
R05

(決算見込額）

54

841918うち市負担分（千円）

R03
(決算額）

2 充実した就学前教育・子育て環境の提供
③誰もがすこやかにいきいき
と暮らせるまちづくり

①子ども・子育て支援

NO

　　　事業費総額（千円）　 59 57

R06
(予算額）

84

％

20

100

利用者数

R4年度からの
変更点・改善点

(指標を設定できない理由）

15

（成果の概要）

R04
（決算額）

　利用促進のため各認可外保育所に対し制度の説明を行い、保育士の健康管理が子ども達の
衛生環境に大きく関わることについて啓発し、制度についての理解を得られた。

本市に所在する認可外保育施設に対して100％実施することができた。また、利用職員数も10人を超えているこ
とから、認可外保育施設を利用する児童の衛生や安全の確保、更には健全育成に資するものになっていると判
断する。

第4次総合計画
の位置づけ

人

20

施策の展開方向

単位

政策名 基本施策名

上記評価理
由および今
後の方向性

課題・問題点

事業効果（成果）の判断を踏まえ、現状を維持することが適切と評価されるため。
認可外保育施設に対し、補助金活用の周知徹底を図る。

15

担当課の評価

補助健診項目の内容を感染症（結核、赤痢、サルモネラ菌、O-157）の有無に限定していること
から、通常の健康診断以外に受ける必要があること等が課題として挙げられる。又、保育士等
の入れ替わりも多く、制度の周知の引継が行われていない。

事務事業評価シート（概要説明書）

A　現行どおり

事業実施率（事業実施保育所数/無認可保育所数）

R06年度
目標値

R04年度
実績値

事業実績(活動指標）・成果（成果指標）

100 100



【事業の概要】

【事業費】

【事業実績・成果】

【事業の見直し】

【事業の課題】

【事業の評価・方向性】

R05年度
実績値

100

R03年度
実績値

　（事業の目的・趣旨）

認定こども園維持管理事業 こども育成課担当課名事業名

項目／年度

教育・保育サービスの充実を図るため、保育所の円滑な運営に必要な施設の維持管理を行うことにより、子ども
の最善の利益を考慮して、その生活と健全な発達を保障するとともに、保護者に仕事と子育ての両立及び地域
の一般家庭への子育てを支援し、児童福祉の充実を図る。

認定こども園の施設整備など、園所の円滑な運営に必要な維持管理を行う。

　（事業概要等）

備考
R05

(決算見込額）

93,867

うち市負担分（千円）

R03
(決算額）

2
充実した就学前教育・子育て環境の提
供

③誰もがすこやかにいきいき
と暮らせるまちづくり

①子ども・子育て支援

NO

　　　事業費総額（千円）　 91,417 106,810

R06
(予算額）

120,750

％ 100

R4年度からの
変更点・改善点

(指標を設定できない理由）

（成果の概要）

R04
（決算額）

建物の老朽化が激しく、維持管理に必要な予算も限られているため、可能な範囲でしか改善を
行えず、多くが簡易修繕になってしまっている。

建物の老朽化が進んでいる中で、認定こども園の運営に必要な最低限の施設維持管理は堅持している。

第4次総合計画
の位置づけ

施策の展開方向

単位

政策名 基本施策名

上記評価理
由および今
後の方向性

課題・問題点

施設の老朽化が加速度的に進行する中で、保育所の維持管理も比例するかたちで増大する
が、認定こども園３園については、今後も維持管理にかかる予算を確保し行って行く必要があ
る。
今後は、令和２年１０月に策定した泉大津市就学前教育・保育施設再編実施計画に基づき、必
要な修繕等を計画的に行い、教育保育機能を維持していく。

担当課の評価

建物の老朽化が激しく、簡易修繕では対応できなくなっている。今後、大規模修繕や改築等が
必要になると考える。

事務事業評価シート（概要説明書）

A　現行どおり

保育所運営率：年間に正常な運営をした日数/年間運営日数

R06年度
目標値

R04年度
実績値

事業実績(活動指標）・成果（成果指標）

100 100



【事業の概要】

【事業費】

【事業実績・成果】

【事業の見直し】

【事業の課題】

【事業の評価・方向性】

R05年度
実績値

100

R03年度
実績値

　（事業の目的・趣旨）

保育所維持管理事業 こども育成課担当課名事業名

項目／年度

保育サービスの充実を図るため、保育所の円滑な運営に必要な施設の維持管理を行うことにより、子どもの最
善の利益を考慮して、その生活と健全な発達を保障するとともに、保護者に仕事と子育ての両立及び地域の一
般家庭への子育てを支援し、児童福祉の充実を図る。

保育所の施設整備など、園所の円滑な運営に必要な維持管理を行う。

　（事業概要等）

備考
R05

(決算見込額）

11,536

うち市負担分（千円）

R03
(決算額）

2
充実した就学前教育・子育て環境の提
供

③誰もがすこやかにいきいき
と暮らせるまちづくり

①子ども・子育て支援

NO

　　　事業費総額（千円）　 13,084 13,026

R06
(予算額）

14,319

％ 100

R4年度からの
変更点・改善点

(指標を設定できない理由）

（成果の概要）

R04
（決算額）

建物の老朽化が激しく、維持管理に必要な予算も限られているため、可能な範囲でしか改善を
行えず、多くが簡易修繕になってしまっている。

建物の老朽化が進んでいる中で、保育所の運営に必要な最低限の施設維持管理は堅持している。

第4次総合計画
の位置づけ

施策の展開方向

単位

政策名 基本施策名

上記評価理
由および今
後の方向性

課題・問題点

施設の老朽化が加速度的に進行する中で、保育所の維持管理も比例するかたちで増大する
が、現状、保育所ニーズも一定あることから、必要な改修については行っていく。
今後は、令和２年１０月に策定した泉大津市就学前教育・保育施設再編実施計画に基づき、必
要な修繕等を計画的に行い、教育保育機能を維持していく。

担当課の評価

建物の老朽化が激しく、簡易修繕では対応できなくなっている。

事務事業評価シート（概要説明書）

A　現行どおり

保育所運営率：年間に正常な運営をした日数/年間運営日数

R06年度
目標値

R04年度
実績値

事業実績(活動指標）・成果（成果指標）

100 100



【事業の概要】

【事業費】

【事業実績・成果】

【事業の見直し】

【事業の課題】

【事業の評価・方向性】

事務事業評価シート（概要説明書）

A　現行どおり

事業実施率（実施事業数/（事業数×施設数））

R06年度
目標値

R04年度
実績値

事業実績(活動指標）・成果（成果指標）

78 75

単位

政策名 基本施策名

上記評価理
由および今
後の方向性

課題・問題点

事業効果（成果）の判断を踏まえ、現状を維持することが適切と評価されるため。

担当課の評価

民間認定こども園の教育・保育内容の充実を図ることを目的とした補助事業であるが、補助対
象経費には、障害児保育対策費等、対象児がいないと実施に至らない事業もあるため、より事
業効果を高めることをめざし、民間事業者の創意工夫を促すような事業を補助対象として加え
る等、補助対象について検討が必要である。

（成果の概要）

R04
（決算額）

特になし。

要綱第3条及び別表に定める事業（事業数：８）のうち、運営事業、学校医手当加算、園外保育事業、延長保育
事業については100%の実施状況にある。一方、障害児保育･軽度障害児保育対策については、入所児童によっ
て増減するものであり、一概に成果を求めることは難しい。

第4次総合計画
の位置づけ

64,835

施策の展開方向

％ 77

R4年度からの
変更点・改善点

(指標を設定できない理由）

2
充実した就学前教育・子育て環境の提
供

③誰もがすこやかにいきいき
と暮らせるまちづくり

①子ども・子育て支援

NO

　　　事業費総額（千円）　 88,834 103,296

R06
(予算額）

135,533

R05
(決算見込額）

107,325

108,05174,37482,974うち市負担分（千円）

R03
(決算額）

　（事業の目的・趣旨）

民間認定こども園等運営補助事業 こども育成課担当課名事業名

項目／年度

保育サービスの充実を図るため、民間認定こども園が実施する保育内容の充実を図るための事業を補助するこ
とにより、子どもの最善の利益を考慮して、その生活と健全な発達を保障するとともに、保護者の仕事と子育て
の両立及び地域の一般家庭への子育てを支援し、もって、児童福祉の充実に資する。

民間認定こども園が実施する泉大津市民間認定こども園運営費補助金交付要綱第3条及び別表に定める事業
に対して補助を行う。

　（事業概要等）

備考

R05年度
実績値

80

R03年度
実績値



【事業の概要】

【事業費】

【事業実績・成果】

【事業の見直し】

【事業の課題】

【事業の評価・方向性】

R05年度
実績値

50

R03年度
実績値

　（事業の目的・趣旨）

民間認定こども園等施設整備助成事業 こども育成課担当課名事業名

項目／年度

大阪府補助金等を活用し、民間認定こども園が実施する整備事業を補助することにより、子どもを安心して育て
ることができる体制整備を行うことを目的とする。

令和６年度は、民間認定こども園（みらいず）が実施する泉大津市特定保育・教育施設整備費補助金交付要綱
第２条に定める事業に対して補助を行う。

　（事業概要等）

備考
R05

(決算見込額）

225,288

168,15547,53856,322うち市負担分（千円）

R03
(決算額）

2
充実した就学前教育・子育て環境の提
供

③誰もがすこやかにいきいき
と暮らせるまちづくり

①子ども・子育て支援

NO

　　　事業費総額（千円）　 346 245,281

R06
(予算額）

504,412

人 ―

R4年度からの
変更点・改善点

(指標を設定できない理由）

（成果の概要）

R04
（決算額）

特になし。

令和５年度はアンビー、とれぞあ子ども園において大規模改修を行い、ぱるにおいて新たな分園を増築し、保育
環境の充実を図るとともに、１・２歳を受け入れる定員を増やした。また、条東こども園において病後児保育室の
大規模改修を行い、、安心して働きながら子育てができる環境を整えた。令和６年度はみらいずこども園におい
て移転建て替えを行う予定で、新たな認定こども園において定員を増加し、さらなる保育環境の充実を図る。

第4次総合計画
の位置づけ

87

施策の展開方向

単位

政策名 基本施策名

上記評価理
由および今
後の方向性

課題・問題点

事業効果（成果）の判断を踏まえ、現状を維持することが適切と評価されるため。今後の方向
性としては、オンライン申請の活用を検討する等、申請方法の簡素化を図る。

担当課の評価

特になし。

事務事業評価シート（概要説明書）

A　現行どおり

事業を行うことにより増えた定員数

R06年度
目標値

R04年度
実績値

事業実績(活動指標）・成果（成果指標）

48 28



【事業の概要】

【事業費】

【事業実績・成果】

【事業の見直し】

【事業の課題】

【事業の評価・方向性】

事務事業評価シート（概要説明書）

B　改善し継続

あしゆび研修会参加人数

R06年度
目標値

R04年度
実績値

事業実績(活動指標）・成果（成果指標）

― 59

単位

政策名 基本施策名

上記評価理
由および今
後の方向性

課題・問題点

あしゆびを鍛えることで、子どもの健康や運動能力向上が期待できるため。
引き続き体育あそびを実施し、運動能力向上への取組みを進めて行くほか、以下の取組みも進める。
【課題解決の方向性】
・普段の園生活の中で体（あしゆびを含む）を使う機会が増えるよう、日々接する園職員の理解を促す。
・家庭でも取り組めるよう、保護者の理解を促す。

103

担当課の評価

成長著しい子どもについては、運動能力の向上が成長によるものなのかあしゆび力の向上に
よるものなのかの判定が難しい。

（成果の概要）

R04
（決算額）

あしゆびの要素を取り入れた運動の導入。
R4年度は試験的に認定こども園１園を対象としたが、R5年度は公立就学前施設全８園を対象
とし本格実施を開始した。

これまで通り、日々の保育においては子どもたちに鼻緒のついた草履をはいてもらい、あしゆびに対する意識の
醸成を図ったほか、令和5年度は対象を公立就学前施設全８園の４歳児とし、年度当初に対象児童の浮指測定
を実施、年度中にはPFS方式にてあしゆびの要素を取り入れた体育あそびを実施し、年度末に再度浮指測定を
実施、効果検証を行った。

第4次総合計画
の位置づけ

人

1,411

施策の展開方向

人

380

―

あしゆび測定人数（延べ）

R4年度からの
変更点・改善点

(指標を設定できない理由）

380

1 健康づくりの増進
③誰もがすこやかにいきいき
と暮らせるまちづくり

⑤保健・医療

NO

　　　事業費総額（千円）　 1,411 3,064

R06
(予算額）

3,808

R05
(決算見込額）

8,692

3,8083,0648,692うち市負担分（千円）

R03
(決算額）

　（事業の目的・趣旨）

あしゆびプロジェクト こども育成課担当課名事業名

項目／年度

笑顔で育ち育てられるまちをめざし、子どもたちに対し、足指の運動を中心とした取組を行うことを通じ、足部のト
ラブルを未然に防止し、正しい育成を促すとともに、怪我をしない身体や正しい姿勢を習得できる環境作りを進
める。

就学前施設での運動指導を委託している「こども体育あそびnet.」にあしゆびの要素を取り入れた運動を加えて
もらうとともに、子どもたちが自然とあしゆびを使った動きができるよう、保育士等に対し運動指導についての研
修会を行い、日々の保育の中でもあしゆびの力を高めることをめざす。並行して、あしゆびプロジェクトの事業効
果をはかるため、あしゆびの力と運動能力の相関性について分析を行う。

　（事業概要等）

備考

162

R05年度
実績値

105

R03年度
実績値


